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＜連絡事項＞
· 本日より院内研修実施予定。参加可能な日に参加する事。

· 10/13・14グループ内研修実施予定。対象者は出欠入力する事。

＜利用者様情報＞
大久保律子様～本人より電話連絡あり。田向様・田名部様の話し声や笑い声がうるさく、自分のことを笑われている様に感じていると話し、自分の場所を取られている気がしてデイケアに来たくないと訴えている。又、以前巴様にタバコを渡したのも、抱きたいと言われて怖くてタバコを渡してしまったと報告される。自分が感じていることを相手に伝えることは出来ないと話している為、伝えることで改善可能な場合もある事を説明し、必要時にはスタッフも介入することを伝えている。

久保　興介様～昨日のデイケア終了後に、幸房の利用は今までとおり水曜日で続けて、デイケア利用を月・金曜日で継続したいと話されている。昨日のＳＳＴも普通に参加する事が出来たと話しており、「デイケアに来てよかった」と感想聞かれている。

山田　健次様～インフルエンザの予防接種は針が怖くて嫌と話しているが、体調管理の面からも受けて頂きたいことを伝えると了承されている。役所での手続きが予め必要となることを説明すると「面倒だ」と話しているが、手紙を渡すことを伝えると手続きも了承している。

神山　和典様～ナイトケア退所についてお兄様へ連絡を行っているが、電話が不通のまま経過している。本人からもお兄様に伝えていないとの事で、連絡が取れたときには伝えていただきたいことを説明している。青明舎へ連絡し、お兄様がいらしたときに連絡を頂きたいことを伝えていく。

小笠原富治様～運動プログラムは座ったまま参加しようとしない為、運動の必要性を説明し、ラジオ体操と上半身のみのストレッチに参加して頂いている。痛みが続くときには担当医へ相談し、レントゲンなどの検査を行うよう説明するが、「大丈夫」と拒否している。

晴山美智子様～2週間前に不調により欠席しているが、他メンバーより町にて遊んでいる様子を見たと情報受けている。本日3週間ぶりに来所している為、本人へ欠席時の過ごし方について確認。「遊びに行っていません」と話しているが、町まで買い物に出掛けていたと報告あり。通所の目的の振り返り、スタッフの説明に対して「すみません」と直ぐに話を切ろうとする様子見られている。

繁名　和恵様～「肺と頭が痛い」と連絡あり、遅刻にて来所している。来所後は表情良く体調不良の訴え聞かれない。

＜外来情報＞

種本　サハ様～体重が52kgと自己申告している。このまま食事に気をつけるよう伝えている。前回の尿検査では、ブドウ糖が検出されている。

下妻　康貴様～仕事は順調であるとのこと。

東山　昇　様～昨日咽頭通があり、風邪薬を他院から5日分処方されていると話している。喉が痛いのであればタバコを控えるよう伝えている。

澤口　直美様～生理が9月10日～16日まであったとのこと。体重は60kgであると話している。夜間は眠れており、23：00～7：00まで睡眠を取っているとの事。

上川原　豊様～部屋を移りたいと話していて、青明舎には電話で相談して見るとの事。また、デイケア職員にも伝えると話している。

下口　政子様～23日から風邪があり、39℃の発熱があるとのこと。24日田中委員から風邪薬をもらったと話している。

清水　泰雅様～10時前にはデイケアに行くよう説明している。

北村　奈美様～両親の夫婦喧嘩があり、どうにかしてあげたいと話しており、それについて何もしなくてもいいとのことを伝えている。父様が癌で具合悪いことと本人様の病気を含め母様にストレスがかかっていたのではないかと話しており、家にいない方がいいのかなと話している。デイケアに行くようにと説明するが、特定メンバーとトラブルがあり、行きたくないとのことで、町にでも行こうかなと話している。

＜退所ケア会議　内容報告＞

高柳　和子様

青山荘退所日：9/30

退所先　　　：アパート（単身）アパートの手続きは終了し、昨日引越しを行っている

退所後の支援：

青明舎　～週1回（火曜日午後）の訪問

訪問看護～2週1回（火曜日　隔週）

デイケア～週3日の利用を継続（12月から週4日にしたいと本人から希望あり）

現在の様子：退所に向けて気分高揚見られており、本人から不安の訴えは聞かれない

今後のデイケアでの支援：本人の自身の育成（自己効力感の育成）

